
 

―５５― 

元の皆様の自主的なご判断、あとはその持って

おられるネットワークとか情報ってすごいわけ

ですから、担い手として、例えばこういう人な

んかにいろんなことをお願いしようとか、そう

いったことなどは我々行政よりもコミュニティ

センターの皆さん、よくご存じなので、そうい

ったことを中心に、コミュニティセンターの中

で運営の理事の皆さんともそうなんですけども、

やはりいろんな判断をしながら、できますれば

市の補助金だけじゃなくて、国とかの様々な制

度を活用し、なおかつコミュニティビジネスみ

たいな形で、これからは高額ではあってはいけ

ないんですけども、全て無料ですよというのは

なかなか難しいのかなと思っておりますので、

そういった視点からもいろいろ検討いただくと、

いろんな発想が生まれてくるのかなと思ってい

るところですので、ぜひ引き続き、私ども分か

らない部分たくさんありますので、ご提言とか、

様々なご意見、ご指導いただければと思います。 

○浅野敏明議長 ６番、金子豊美議員。 

○６番 金子豊美議員 コミュニティセンターの

職員の方と話をしてみますと、今のコミュニテ

ィ協議会の事務局の方々はすごく親切丁寧にい

ろんなお話をしてくれるということもお伺いし

ています。まだ４月にできたばかりの組織です

けども、私たちもこれから見守っていきますし、

市長のほうからもいろいろアドバイスなどいた

だきながら、よき方向に進むようにお願いした

いと思います。 

 最後ですけども、今日資料として配付させて

いただきました、これはあやめ通りの写真です。

今月の13日前後に撮らせていただいたので、こ

れ全部同じような写真に見えますが、それぞれ

違う場所から撮った写真ですので、よろしくお

願いします。 

 ご覧のような状況でした。というのは、ちょ

うど先月に駅伝大会がありまして、ここはコー

スになっている。駅伝の前は、さっき建設参事

からありましたように、きれいにしていただい

たということだったんですが、その後、数週間

でこれぐらいの状態になった。民家の写真はこ

ういうふうに撮ってないんですが、民家のほう

にもかなり落ち葉が風で飛ばされているという

ような状況だったようです。この通りだけでは

ないんですが、先ほど市長の答弁からありまし

たように、沿道の方々とうまくやっていかない

と駄目なんだというようなお話をお聞きしまし

たので、その辺、今後、今までもやってきたと

思いますが、沿道の方々とコミュニケーション

を深めながら進めていただきたいと思います。 

 最後に、建設参事にお伺いしますが、春と秋、

２回剪定作業などを行っているということです

けども、こういう部分の清掃関係については、

年間どれぐらいやっておられますか。 

○浅野敏明議長 小林克人建設参事。 

○小林克人建設参事 お答えいたします。 

 春と秋ということで、剪定ですけれども、そ

れぞれ市道あやめ公園線であったり、幸町高野

線であったりということで、年に10数回ほど３

業者と契約いたしまして、道路及び街路樹の維

持管理等契約ということでしているところでご

ざいます。年間数百万円ほどかかっております。 

○浅野敏明議長 ６番、金子豊美議員。 

○６番 金子豊美議員 せっかく駅伝の前にきれ

いにしてその後こうなるという、これは自然災

害とまではいかないんですが、なかなかタイミ

ング的にも難しいなと思っています。適時状況

を見ながら、今後も回数を増やすなり、作業を

行ってくれるよう要望いたします。 

 私のほうからは以上で質問を終了させていた

だきます。 
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○浅野敏明議長 次に、順位４番、議席番号３番、

渡部正之議員。 

  （３番渡部正之議員登壇） 

○３番 渡部正之議員 清和長井の渡部正之です。 

 昨日、本市の音楽力向上を通じ、芸術文化を

発展させ、インクルーシブ社会の取組の充実を

図る目的でご寄贈いただきましたスタインウェ

イピアノお披露目コンサートが長井市民文化会

館ホールにおいて開催されました。フルコンサ

ートピアノと言われるＤ－274型のとても大き

なピアノはすばらしい音色であり、ご寄贈して

いただいた思いを強く感じる、とても心に響く

コンサートでありました。今後、ご寄贈いただ

き、本市の宝物となったスタインウェイピアノ

が市民に愛され、誰もが幸せに暮らせる共生社

会であるインクルーシブ社会の中心となること

を心より願います。 

 12月定例会一般質問をさせていただきます。

私からは、カーボンニュートラルを目指す森林

づくりの推進についてと、山岳観光についての

２項目で７点質問いたします。 

 初めに、カーボンニュートラルを目指す森林

づくりの推進について伺います。 

 今年の８月10日、11日の２日間、山形・蔵王

をメイン会場に、第６回山の日全国大会が開催

されております。「山を想い、山を愛し、山と

生きる。～樹氷輝く蔵王のやまがたから、未来

へ～」という大会テーマであり、ふるさとの山

への親しみ、思う心、山を愛し、山と共に生き

てきた暮らしに持続可能な社会実現への鍵があ

り、奥深い山の魅力や山の教えを山形県から未

来に向けて発信する大会にしたいという思いが

込められているとのことでありました。 

 山の日全国大会は、山に親しむ機会を得て、

山の恩恵に感謝するという国民の祝日、山の日

の趣旨の浸透を図るとともに、山に関する歴史

や文化の継承、環境保全、観光振興や自然災害

への対応など、様々な課題の解決や、山の未来

の在り方について考える機会として開催されて

きております。 

 本市においては、ＳＤＧｓの先駆けとも言え

るレインボープランにおいて、循環型社会の形

成と協働による持続可能なまちづくりが実践さ

れてきました。また、今年度、本市はＳＤＧｓ

未来都市に選定され、再生可能エネルギーを含

めた災害時のエネルギー電力供給体制の構築や、

バイオガス発電施設導入の検討など、経済、社

会、環境の３つの側面において未来の子供たち

に引き継ぐことができるまちづくりに向けた具

体的な取組が示されております。市民の誰もが、

水、空気、森林といったかけがえのない自然環

境を大切に未来へ引き継ごうという意識を持ち、

自然と共存する持続性の高い暮らしと地域社会

に向けて行動していくことが重要であります。 

 山との接点が少なくなってきている今、その

環境を守り、育てていくことを再度考え、次代

へとつなげていくことが重要と考えることから、

質問いたします。 

 １点目であります。今年度、平野小学校の３、

４年生が緑の少年団に加盟されました。緑の少

年団立ち上げにご尽力いただきました皆様に感

謝申し上げます。 

 平野地区には、野川、長井ダム、不伐の森等、

教育資源が多くあり、緑の少年団の目的でもあ

る次代を担う子供たちが森林環境学習などによ

り、ふだんはあまり意識していなくても、実際、

自然に触れて体験することで当たり前のように

そこにある森林が、私たちの暮らしを支える

様々な機能を果たしていることなどを学ぶ場で

もあると思います。本市として、この活動を今

後どのようにサポートしていくのか、展望を含

め、農林課長に伺います。 

 ２点目であります。本市では、長井市環境保

全基本条例に基づき、長井市第五次総合計画や、

環境に関連する計画の長井市国土利用計画、長

井市景観計画等との整合を図り、国内外の地球
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温暖化の取組動向を踏まえ、長井市環境基本計

画が策定されており、長期的な視点に立った地

域森林づくりの構想については、長井市森林整

備計画にて示されております。 

 カーボンニュートラルは、二酸化炭素をはじ

めとする温室効果ガスの排出を全体としてゼロ

とすることであり、これを達成するためには、

温室効果ガスの排出量の削減に加えて、吸収作

用の保全と強化を進めていく必要があります。

そして、この吸収作用の強化に向けて、最も高

い効果が期待されるのが、森林が有する地球環

境保全機能であります。森林整備は、環境保全

機能の向上に大きく寄与する一方で、森林によ

る炭素の長期・大量貯蔵に向けては、その整備

だけでなく、適期の伐採と、その後の植林を行

う再造林の取組を推進するとともに、森林資源

を有効に利用する好循環の仕組みを構築してい

かなければなりません。本市総面積の約７割を

森林が占めており、豊かな森林づくりは地球温

暖化に歯止めをかける重要な取組でありますの

で、今後重点的に取り組むべきと考えます。 

 温室効果ガスの排出削減に向けた再生可能エ

ネルギー設備導入補助などの施策や様々な検討

など行われておりますが、カーボンニュートラ

ルの実現に向けて、森林が有する炭素の長期・

大量貯蔵機能が最大限発揮されるよう、今後ど

のように取り組まれるのか、市長のお考えを伺

います。 

 次に、山岳観光について伺います。 

 本市は、やまがた百名山に熊野山、葉山、祝

瓶山が選ばれており、登山の難易度が初級、中

級、上級とそれぞれ分かれております。異なる

性質の山を有していることや、市内中心部から

登山口までの距離が近く、温泉施設もあり、幅

広い層の登山者を迎え入れることができる環境

にあると思います。そして、山岳・自然観光推

進活動として地域おこし協力隊員を募集し、現

在まで登山や環境を生かしたアクティビティー

の創出、維持管理の業務などを進めていただく

とともに、山岳イベントの企画や、山々を紹介

するパンフレットの作成など、山岳観光の魅力

発信から環境等、大きく前に進めていただいた

と感じております。 

 そこで、本市の山岳観光における今後につい

て質問させていただきます。 

 登山の魅力は、何といっても自然のすばらし

さを堪能できることではないでしょうか。特に

一生懸命登った先に待っている頂上からの景色

は格別であり、自分の足で到達した頂上からの

景色に心地よい達成感と感動があります。この

感動を味わうために山に登っているというベテ

ランも多いと聞いております。もちろん途中の

行程も自然のままの姿であり、ふだんの日常生

活では見ることができない景色を存分に楽しむ

ことができ、心身のリフレッシュ効果も抜群で

あると言われております。また、山は１日とし

て同じ日はなく、天気や季節ごとに飽きない魅

力を見せてくれることから、登るたびに新しい

発見ができることも登山の魅力です。同じ山で

もルートを変えるだけで全く違った側面を見せ

てくれるなど、奥の深い魅力があると思います。 

 このように多くの魅力のある登山は、登山道

を整備していただいている方のご協力により支

えられており、本市でも山岳会の皆様をはじめ、

地区関係者の方などにご協力いただきながら整

備されてきていることに心から感謝いたします。

イベントなどを開催し、登山道整備ボランティ

アを募集しているところも多くあるようですが、

登山道を維持していく作業は、ほとんど重機を

使えないため多くの人手がかかることに加え、

標柱や看板等の設置などもありますので、資材

購入などの資金も必要になるなど、課題も多く

ある現状です。 

 そこで、１点目でありますが、地域の山岳資

源を楽しめる環境づくりの土台である登山道整

備について、今後どのように進めていくのか産
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業参事に伺います。 

 次に、２点目であります。本市では、市内の

小学生、高校生による葉山登山や、葉山、祝瓶

山民衆登山、またテレビや雑誌で紹介され、大

人気であった熊野山夜明けトレックなど、やま

がたアルカディア観光局などによる情報発信の

効果などもあり、今後、登山者の増加が見込ま

れております。バイオトイレのような自然環境

と利用者に配慮した快適で衛生的なトイレを整

備することで、登山者の満足度と集客の向上に

つなげていく必要があると考えますが、産業参

事の見解を伺います。 

 ３点目でありますが、コロナ禍は登山の傾向

を変化させております。１つは、初心者の増加

です。ある調査によれば、登山経験者が１年未

満の人は、一昨年は３人に１人の割合でしたが、

昨年は２人に１人と、初心者が増えていたそう

です。また、登山の禁止や自粛の影響からか、

遠くて高い山から、近くて低い山へと、行き先

が変化してきているということでありました。 

 このようなことから、自然に関する情報や登

山道情報の提供、また観光利用者や登山初心者

向けに、登山の服装等のマナーや心得などを伝

えるビジターセンター機能がとても重要だと考

えます。自然体験や環境学習、水循環・水文化

などをテーマに交流を図っていただき、長井ダ

ムの麓に位置していることから、長井ダム水源

地域へのアクセス拠点としても利用されている

野川まなび館は、熊野山や祝瓶山登山にとって

場所的、環境的にもビジターセンターとして最

適と考えます。 

 また、葉山登山白兎口である葉山森林公園は、

昭和63年長井市地域活性化事業の第１号の指定

を受け、白兎地区民の手で造成され、平成11年

から平成14年にかけて県の生活環境保全林整備

事業により整備され、これまで地区民により大

切に維持管理されてきております。登山口であ

ることもあり、今後ビジターセンター的機能が

必要になってくるのではないかと考えますが、

産業参事の見解を伺います。 

 ４点目であります。市内中心部から登山口ま

での距離が近いことや、日帰り登山が可能であ

ることなどから、今後宿泊滞在型ツアーなどの

企画も検討してはどうかと考えます。 

 これまでもやまがたアルカディア観光局では、

熊野山夜明けトレックや山岳イベントの開催、

季刊誌「アルカディア」においては大きくきれ

いな写真を使いながら、本市山々の魅力紹介が

されております。山岳イベントなどで配付して

いる山岳ロゴステッカーやワッペンはとても喜

ばれており、今後も続けていただきたいと思い

ますし、フラワー長井線を利用し、最寄り駅下

車から始まる登山なども検討していただくなど、

特別な山岳ツアーを企画していただきたいと思

っております。産業参事の今後のお考えを伺い

ます。 

 ５点目であります。市道置賜西部２号線の長

井市区間では、豊かな森林が広がり、初夏の新

緑、秋の紅葉など、変化に富んだ景観を堪能で

き、三階滝や、葉山登山の草岡口、勧進代口、

白兎口があるほか、通り沿いでは民間主導によ

る様々な整備が進められ、本市のこれからの観

光につながっていくものと強く感じております。

この周辺は山岳観光においてとても重要なエリ

アになってくるものと思いますが、今後の展望

など市長のお考えを伺います。 

 以上で壇上からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございました。 

○浅野敏明議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 渡部正之議員から大きく２点、

ご質問、ご提言をいただきました。私からは７

点あるご質問項目の中の２点についてお答えを

させていただきたいと思います。 

 まず最初に、カーボンニュートラルを目指す

森林づくりの推進についてでございますが、議

員からは、山との接点が少なくなってきている
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今、その環境を守り、育てていくことを再度考

え、次代へとつなげていくことが重要と考えて

いるということから、（２）のカーボンニュー

トラルの実現に向けて森林が有する炭素の長期

大量貯蔵機能が最大限発揮されるよう、今後ど

のように取り組むのかというようなご質問でご

ざいます。 

 まず最初に、長井市は、特に私はカーボンニ

ュートラルを目指すときに、いかに私どもが日

常生活、あるいは産業活動で使っているエネル

ギーを脱炭素で賄うかというような視点から、

考えてきているんですね。ですから、渡部正之

議員からいただいたこの今回のご提言というの

は非常に新鮮でございますけれども、非常に難

しい課題だなと、実は思っております。 

 2019年度における森林の二酸化炭素の吸収量、

これは私から申すまでもなく、国内で約4,290

万トンとされまして、前年から１割減少してい

るという報告だそうでございます。温室効果ガ

スの排出量を2050年に実質ゼロにするには、成

長期で二酸化炭素吸収量が増える若い森林の整

備が欠かせないと言われております。また、林

野庁によりますと、１世帯から１年間に排出さ

れる二酸化炭素の量は、2017年の場合、4,480

キログラム、4.4トンぐらい家庭で出すんです

ね。この排出量を40年たった杉が１年間で吸収

する量に換算した場合、杉509本分の吸収量と

同じぐらいとされまして、とてつもない森林量

が必要と推察されます。 

 これは渡部議員ご指摘のとおり、炭素の長期

大量貯蔵機能を最大限発揮するには、現在の森

林資源を適切に保全し、再造林し、好循環の中

で緑の資源を守り続ける必要があると考えてお

ります。長井市の森林面積でございますが、総

面積の３分の２に当たる約１万4,600ヘクター

ルでございます。長井市の総面積が大体２万

1,000ヘクタールちょっとですから、３分の２

が森林面積だと。改めて長井市はすごい森林の

多いまちだと思っておりますけども、木材生産

が主目的の人工林が約３割、その半数が終戦直

後や高度経済成長期に植えられ、計画的な伐採

や植え直しが重要となっておりますが、進んで

いないというのが現状でございます。 

 また、今年は住宅建築の需要拡大による木材

価格が高騰するウッドショックが起きましたが、

川上の経営体、造林する事業者まで恩恵が及ん

でいないのが実態で、再造林の機運につながっ

ておりません。国土の保全や水源の涵養など、

森林の持つ多目的機能の維持に加え、地球温暖

化の原因となる温室効果ガスの吸収機能を高め

るため、急ぐべきは山の整備と言われておりま

して、所有者が分からず放置された森林を林業

経営者に委ねる森林経営管理制度というものが

あるんですね、これを進めなければならないと。

しかし、正直なところ何をしたらいいか分から

ないというのが私ども長井市のというよりも、

市町村全てが多分そうだと思います。 

 保全管理された林道の整備を急ぐべきだと言

われていますが、林道の整備って、私が知って

いる範囲でここ二、三十年ぐらいしてないです

ね。やったとしたら、災害等で壊れたところの

復旧ぐらいで、だから林道の整備なんてほとん

どないんですよね。そういう実態をご存じだと

思うんですが、ですから、そういう意味では、

やっぱり渡部正之議員からご提言いただいたこ

とは大変重要なことだと思っております。改め

て認識しました。 

 ご承知のとおり、令和６年度より、再来年か

らですけども、１人当たり年間1,000円の森林

環境税が徴収されます。これを原資に国が地方

自治体に森林環境譲与税として配分して、山村

の活性化や森林の適正な整備、保全に活用され

ることとなっております。人口の多い自治体へ

の配分率が、人口配分というのがありまして、

これが多いんですよ。しかも民有林と国有林で、

民有林が多いところにいっぱい行くんですね。
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長井市は置賜３市５町の中で一番低い。年間

800万円。これしかないということなのですね。 

 一番低いのが、私どもと隣の川西町さんも低

いって言われていますが、この800万円で何年

か分をためて、航空写真で、要は上からいわゆ

る民地と官地の所有の境っていいますかね、そ

れをきちんとすることがまず先決だって言われ

ていまして、ですから、その800万円しかない

わけですから、多分長井市の航空写真とか撮る

と、最低ほかのまちと一緒にしても、二、三千

万円はかかるんですね。そうすると、３年分と

か４年分かけてためて、それで写真撮って終わ

りですよ。こんなお金で何もできないですよね。 

 ですから、私どもで特に言っているのは、そ

の人口配分というのはもっと低くすべきだと。

やっぱり面積でしょうというのが我々の意見な

のですが、なかなかそれが国に届いてないとい

うのが実情でございまして、しかも例えば長井

市の場合ですと、林業を生業となさっている方

は本当に数名しかいらっしゃらないって聞いて

います。やっぱりいろんな統計あるんですが、

出てこないです。 

 ただし、あの方はこういうことやっている、

あの方はこういうので頑張っているんじゃない

かということをお聞きなどしますと、やはりそ

ういう頑張っている方いらっしゃるので、そう

いった方々と一緒になって、今後どうするかと

いうことと、あとは長井市内では先ほど、一番

最初に緑の少年団のお話、ご提言いただきまし

たけども、久しぶりに復活したわけですね。も

う30年前ぐらいまではあったんですよ。西根に

もあった、平野にもあった、伊佐沢にもあった

んじゃないかなと思うんですが、それがなくな

っているんですよ。それはそうですよね。だっ

て林業なんて関係ないってみんな思っているわ

けですから、山なんか入ったことない人ばかり

ですよね。 

 しかも平野の共有地組合さんなんかは、もう

数百ヘクタールの相当大規模な山林を所有して、

それをうまく活用なさっていますけど、ほかの

ところはその生産森林組合ってそれぞれ大字ご

とに大体あるんですけども、そこから何もお金

を生み出すことができずに、むしろいろんな税

金とか管理費で、会費を出して、それに充てな

きゃいけないということで、もう何とかそれを

市で受けてくれないかと、私どもにも何回か打

診などがある、そういった実態なのですよね。

ですから、今後どうするかというのは非常に難

しいと思っております。 

 なお、私も16年目になりますが、全国市長会

の中の林政問題に関する研究所の委員として、

勉強はしておりますが、不満だらけで何を言っ

ているかよく分からないと。やっぱり森林を活

用している都道府県、いっぱいあるんですよ。

特にすごいなと思ったのは九州の、例えば宮崎

県とかですね。すごいんですよね。あと、山形

県内でも最上のほうとかすごいですよね。東北

は秋田県も、もういろんなところ、もちろんあ

ります、青森県も。ですから、そういったとこ

ろに学ぶ必要があるのかなと思っております。 

 なお、森林整備、森づくりにおいて、今、私

どもとして何とかお力添えをいただきたいと思

っているのは、全国的に企業さんで森づくり活

動の取組の事例がございまして、注目している

ところです。企業がＣＳＲ、これは企業の社会

的責任活動の一環として、森林を無償で借り受

け、企業等と県や地元市町村との間で森林管理

の協定を結び、企業や団体、地域住民等が植栽

や下草刈りなどに参加しながら、目的に合わせ

た森林づくりを行うというものでございまして、

いわゆるこういった森林づくりに企業が社会貢

献することによって、カーボンニュートラルに

資していこうと、我々もそれを実現するために

頑張ろうというような活動です。 

 企業の森づくり活動のメリットとして、林野

庁が2019年に国内の企業を対象に実施したアン



 

―６１― 

ケート調査によりますと、企業が得られた効果

として一番大きかったのが社会貢献で、全体の

66.4％で、２番目は54.7％の地域交流、３番目

は40.1％の事業活動による環境負荷の低減とい

う結果になっているようでございます。 

 行政の役割としては、フィールドの提供やら

企業と地域社会とのかけ橋、企業の取組をＰＲ

などする。さらには森林組合等による森林保全

活動技術指導により、多様な主体が森づくりに

参加することで事業が広く展開することが期待

できます。幸いにも現在、西置賜森林組合の組

合長が、元長井市議会の議長もなさった小関勝

助組合長でいらっしゃるので、ぜひそういった

ことなどでご指導いただきながら、何らかの形

で私どももカーボンニュートラルに、この森林

づくりの面からも、林業を振興するということ

からも取り組んでいきたいなと考えております

ので、引き続き、ご指導いただければと思いま

す。 

 続きまして、２点目の山岳事業についてでご

ざいますが、本市は異なる性質の山を有してい

ることや、市内中心部から登山口までの距離が

近く、温泉施設もあり、幅広い層の登山者を迎

え入れることができる本市の今後の山岳観光に

ついてご提言いただきました。 

 議員からは、（５）として、置賜西部２号線

の長井市区間周辺は山岳観光においてもとても

重要なエリアになってくると思うが、今後の展

望などの考えはということでございます。いわ

ゆる広域農道ということで、白鷹町から長井市

の西山の麓を通って飯豊町に、そして国道113

号につながる道路でございます。 

 これは議員おっしゃるとおり、この沿線には

野川まなび館、長井あやめ温泉や古代の丘、さ

らには葉山への３つの登山口と葉山森林公園が

あります。加えて、飯豊町にはゆり園、白鷹町

についても12の桜に通ずるルートになっており

ます。県内初のラウンドアバウトもありますの

で、ドライブにも大変よい道路だと思っており

ます。また、最近は長井あやめ温泉の隣地にシ

ャクヤク園が整備され、旧横森スキー場の裏手

には花を楽しめるガーデンを整備していただい

ているようでございまして、来訪者が増えてい

るとお聞きしております。このほかにも景色が

大変よいポイントもありまして、観光道路とし

ては極めてポテンシャルが高い道路であると考

えております。 

 そういった意味では、この道路そのものを使

った観光周遊企画もつくれると思っております。

西根地区でも様々な構想をしていただいており

ますが、古代の丘ではワイン用のブドウの植栽

もいいんではないかと。ほかには例えばホース

セラピー、馬ですね、放牧場としても活用でき

れば、例えば観光牧場などにもつながる酪農の

集積として、乳製品の販売などにもつながりま

すし、あと草岡ハムなどの体験コーナーなども

考えられるし、非常に面白い資源がたくさんあ

ると。最近はオートキャンプ人口も増えており

ますので、桜湯との組合せなども想定できるも

のではないかと思います。アウトドア志向が高

まっている今は非常に可能性のあるエリアだと

感じているところです。 

 この道路を生かすには、今申し上げましたそ

れぞれの施設の活用方法も大切になりますが、

まずは長井ダムや花観光に来られたお客様に長

井のもう一つの楽しみとして、観光ルートとし

て活用いただけるよう、そしてそこからまたさ

らに山岳観光につなげていきたいと考えている

ところでございます。 

 私からは以上です。 

○浅野敏明議長 佐々木勝彦農林課長。 

○佐々木勝彦農林課長 私には大きい問１の

（１）の緑の少年団の活動を今後どのようにサ

ポートしていくのかということでご質問いただ

きました。お答えいたします。 

 今年５月13日、平野小学校に３年、４年の42
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名の児童によります緑の少年団が結成されまし

て、本市のフェイスブックにもその様子をご紹

介させていただいたところでございます。議員

ご紹介のとおり、平野地区には野川や長井ダム、

そして不伐の森など教育資源が豊かで、以前よ

り平野地区の水と緑の感謝祭に取り組んできた

経緯から、さらに発展した活動につなげるため、

地域の皆さんの後押しやご協力があって結成さ

れたところでございます。 

 緑の少年団は、次代を担う子供たちが森林で

の学習活動、社会奉仕活動、キャンプなどのレ

クリエーション活動を通じまして、自然を愛し、

人を愛し、社会を愛する心豊かな人間に育って

いくことを目的とした子供たちの自主的な団体

でございます。全国的に組織され、山形県でも

緑の少年団は昭和49年に結成されて以来、地域

の緑化活動の重要な役割を果たしてきました。

先ほど市長のほうからもございましたとおり、

本市におきまして昭和50年から昭和60年代に少

年団が結成されまして、その活動支援を行って

まいりましたが、活動が途絶えて今日に至って

おります。令和４年度現在、県内には57団体、

3,349名の団員が加盟し、置賜地区では平野小

学校も含めまして６団体、221名の団員が交流

研修会や緑の募金活動などの活動を行っている

ところでございます。 

 山形県議会におきましても、６月定例会期間

中、県議会ギャラリーで森林での学習、社会奉

仕、レクリエーションなどを活動の柱とする山

形県緑の少年団の各地域における活動状況を写

真、パネルなどを用いて紹介されたところでご

ざいます。結成された今年度につきましては、

キノコの植菌や他少年団との交流研修、置賜林

業推進協議会によります「おきたまの森」ホー

ムキャンプ事業で、団員全員に杉の苗木とポッ

トが配られ、来年度平野地区が主催する「水と

緑の感謝祭」において21世紀不伐の森に植栽す

る事業に取り組んでいく予定でございます。 

 本市におきましては、みどり豊かな森林環境

づくり推進事業でキノコの菌打ち体験などの木

のぬくもり体感事業、21世紀不伐の森の保全活

動を行う水源の森復活事業を実施しているとこ

ろでございます。しかし、このような地域と一

体となった森林活動を体験する少年団活動がさ

らに活発化し、そして活動が広がるように支援

しなければならない、このように考えていると

ころでございます。 

 このたびの設立は、森林環境学習を大切にす

る平野小学校の取組によるものですが、市内

小・中学校でも学校の敷地の片隅に地域本来の

自然の森をつくったり、あるいはビオトープを

つくったりして、学校の緑を豊かにし、環境教

育に力を入れております。このような緑に親し

み、緑を愛し、緑を守り育てる活動や、緑の少

年団の設立が各地域、各校に広がり、浸透する

ように啓蒙し、取組を支援しなければならない

と考えております。 

 なお、少年団によります植栽事業の継続と、

団の活動のための支援策につきましては、来年

度検討しているところでございます。 

○浅野敏明議長 赤間茂樹産業参事。 

○赤間茂樹産業参事 問２の山岳事業につきまし

て、４つご質問いただきましたので、順次お答

え申し上げます。 

 まず初めに、登山道の整備について今後どの

ように進めていくかの部分につきましてですが、

市で管理しております登山道につきましては、

朝日連峰を中心といたしました登山道になって

おります。朝日岳周辺は国の国立公園になって

おりますので、環境省、山形県、山を取り巻く

市と町が分担して管理をしているところでござ

います。この管理区分に沿って管理しておりま

すが、一部この区分に入っていない箇所もある

という状況でございます。例えば葉山の登山道

ですけども、長井市で管理しているのは草岡ル

ートでございまして、そのほかの勧進代ルート
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と白兎ルートにつきましては地元で整備してい

ただいているところでございます。あと、やま

がたアルカディア観光局で夜明けのトレックな

どで利用している熊野山につきましても地元で

管理していただいております。 

 市で行っている登山道の管理で課題だと思っ

ていることにつきましては、それぞれ山岳団体

に委託しているわけですけども、年々委託を受

ける団体の方々の年齢が高齢化してきておりま

す。また、作業する場所というのは歩いて登っ

ていかないとその現場にたどり着けないという

ことで、作業時間も限られてきます。こうした

ことから、各山岳団体ではなるべく大勢人を集

めて実施していただいているというのが現状で

す。 

 今後なのですけども、これらが多分ますます

条件が悪化してくることが考えられますので、

例えば今、無理してボランティアも含めてルー

トを保全している、いわゆる朝日軍道、草岡登

山口から葉山の山頂を経て中沢峰、御影森山、

平岩山と行くルートですが、ここは非常にその

場所に行くまでも時間がかかるルートというこ

とで、今後検討が必要だなと、山岳関係者から

言われております。要は受け手がいないという

状況が、もうそこに来ているということでござ

います。 

 このようなことから、地元対応ということに

もう多分限界があるということで、今後考えら

れることとしては、全国からボランティアを募

って行ったらどうだというようなことでござい

ます。その全国からボランティアに集まってい

ただくには、やはり長井市内の山岳のファンを

増やす必要がありますので、長井市内の山岳の

知名度も上げるということから、株式会社モン

ベルとの連携協定や、それから地域おこし協力

隊にも頑張っていただいておりますので、そう

いった活動を続けることが非常に重要だなと思

っているところでございます。 

 続きまして、バイオマストイレの必要性につ

いてお答え申し上げます。 

 やはり山岳観光で一番大切なのは、やっぱり

トイレだと思います。特に昨今、女性の登山者

が非常に増えてきておりますので、さらに衛生

面の環境整備というのは必要になってきている

なと考えております。現在、市で管理している

トイレは３か所ございますけども、祝瓶山荘の

ところと、葉山森林公園のところ、それから山

頂にあります。いずれもくみ取り式でございま

して、衛生的にはよいとは言えない状況だと思

います。 

 こういったトイレの環境改善にために、これ

までも環境省とか観光庁の事業メニュー、様々

当たってきておりますけども、なかなか長井市

の場所で該当するような事業が見いだせなくて

おります。それは例えば環境省ですと、自然公

園内の場所が対象だったりとかというようなこ

とでございます。こういう状況でございますけ

ども、今後も国や県に相談して、トイレの整備

の可能性を探してまいりたいと考えているとこ

ろでございます。 

 ３つ目といたしまして、ビジターセンターの

機能が必要ではないかということについてお答

えいたします。 

 山岳観光を進める上では、ご指摘にありまし

たとおり、道路や山岳方面を安全に楽しんでい

ただくための情報提供、あるいは入山者に守っ

てほしいマナー、そういったものの情報を発信

する場所は必要だと考えております。ご提案い

ただきましたとおり、野川まなび館、そして葉

山森林公園の兎夢創観については、まさに適し

ている場所ではないかなと考えております。野

川まなび館につきましては、昨年からやまがた

アルカディア観光局に管理を委託しておりまし

て、現在、コインロッカーの設置も終わってお

ります。これからはモンベルのフレンドショッ

プも開設する運びになっておりまして、徐々に
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ビジターセンターの機能が充実してきておりま

す。 

 また、既に漁協からの委託を受けまして、遊

漁証の発行もしているところでございます。た

だ、利用状況は非常に少ないと伺っております

ので、認知度がないのだなと思っております。

野川まなび館自体も県道から少し離れた場所に

ありますので、そういった面からも何らかのま

なび館の機能を示すような看板なども必要なの

かなと思っております。また、葉山森林公園の

ほうは無人の施設になりますが、こちらも何ら

かの表示をして葉山の情報の発信をしなければ

ならないと思っていますので、地区の方々とこ

れから相談していきたいと思います。 

 野川まなび館につきましては、ビジターセン

ター機能のほかに建設当初から水源地域の活動

拠点としても活用していきたいということで建

設された建物でございますので、野外で活動す

るＮＰＯや山岳に限らず植物などの愛好会の団

体などの活動拠点となるよう、今後生かしてい

かなければならないなと思っております。 

 そういったことで、活用していけば人も集ま

り、情報も集まり、それから市外の方々も来ら

れるようになりますので、山岳観光の玄関口と

してビジターセンターの機能が果たせていくの

ではないかと考えております。 

 あと、４点目、今後の宿泊滞在型ツアーなど

も山岳を生かして企画してはどうかということ

で、お答えいたします。 

 議員からご紹介いただきましたとおり、熊野

山夜明けトレックにつきましては、地域おこし

協力隊と、あと葉っぱ塾のほうでご協力いただ

きまして、大変人気が高くて、何回も実施して

おります。こういう企画につきましては、やは

り宿泊も伴うということから、非常に長井市の

観光にとってもいい企画でありまして、今後も

続けていきたいと思っております。また、タス

パークホテルも事業参画しておりまして、冬に

１泊２日の雪灯り回廊まつりと熊野山スノート

レッキングを体験するツアーなどをホテル主催

の行事として開催していただきました。こうい

った取組も非常に今後必要なのかなと思ってお

ります。 

 議員からご提案いただきました特別な山岳ツ

アーですが、様々考えられる中で、例えばフラ

ワー長井線を利用し、白兎駅から葉山神社、葉

山神社から葉山山頂の参拝などという、そうい

った山岳信仰も兼ねたような企画なども考えら

れますし、様々なニーズがあると思いますので、

こういったこともやまがたアルカディア観光局

と相談しながら進めていければと思っておりま

す。ただし、いずれにしても一番大事なのはそ

のお客様をちゃんとご案内できる人でありまし

て、そういった山岳ガイドのできる人の育成も

必要になってまいりますから、山岳観光全体と

して方策を検討してまいりたいと考えていると

ころでございます。 

○浅野敏明議長 ３番、渡部正之議員。 

○３番 渡部正之議員 ご答弁いただきました。 

 やはりこの最初のカーボンニュートラルとい

う部分で、ちょっと山のほうの環境というとこ

ろに視点を置かせていただいたわけであります

けれども、前回なんかも森林環境譲与税、こち

らは基金に積み増しをして災害であったり、

様々なそういう区画を整備していくような、そ

ういったところに使っていきたいと。ただし、

やはり先ほど市長よりご答弁いただきましたが、

少額であり、そういった大規模に進めていくよ

うなことがなかなか難しいということでありま

した。 

 私このたび環境という観点から山の整備とさ

せていただいたのは、やはりこの若い世代、こ

れから長井市で住んでいくこの若い世代なども

本当にテレビやマスコミ等でもありますとおり、

やっぱり環境に対する考え等が出てきておりま

して、そういったところにも関心が出てきてい



 

―６５― 

るところではないかなと思ったところです。緑

の少年団の活動なども、やはり森林の大切さを

学ぶ機会でありますし、そういった活動をぜひ

サポートしていただいて、平野小学校さんだけ

でなく、今後市内の小学校の広がりを持たせる

とか、そういった方向を示していただきたいと

思っているところです。 

 やはりこのまちの産業だったり、先ほど市長

からもありましたけれども、日常生活、こうい

ったところにつながってくるのが市民一人一人

の意識の向上だと思っております。そういった

意味では、本市として環境審議会の中で環境基

本計画の策定に関することなど地球温暖化対策

部会と自然環境保全部会に分かれてなさってい

ると思います。この取組の中で地域の合意形成

とありますけれども、令和４年度にそういう取

組をしていると思われますけれども、やはりそ

ういった機運の醸成でありますとか、山へ向か

うこの関心を醸成するような、そういった取組

を本市として強くしていっていただきたいなと

思っているんです。 

 今やはり環境にそういった関心を持っている

若い世代がいるという、そういったところも踏

まえまして、ここが契機かなと思っているんで

す。確かに先ほどありましたとおり、山、林業

の衰退などによって若い世代が山になかなか向

かなくなってきておりますけれども、やっぱり

環境といった意味でも、本市として力を入れて

いっていただきたい。その思いで質問させてい

ただきました。 

 再度、市長にお伺いいたしますけれども、周

知、広報という部分をぜひこの環境審議会など

で出てきたものをしっかりと本市として市民に

お願いであったり、周知できるような環境を整

えていただきたいと強く思いますけれども、市

長の考えを再度伺います。 

○浅野敏明議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 渡部正之議員の熱意は分かりますけれども、

やっぱり一番難しいのは、例えば地域おこし協

力隊の中で、林業に結構就くという人が多いん

ですよ。そういうふうな事例はたくさんありま

す。なぜだか分かりますか。そういうふうに地

域で受け入れているからですよ。だけども、残

念ながら長井市にはそういうふうに地域で受け

入れるところがない。すなわち林業を生業にし

ている方が、先ほど申し上げましたように少な

い。それを我々行政できますかという話なので

すよ。 

 ですから、むしろそこのところが一番のポイ

ントなのですよ。どういうふうにして林業を、

じゃあもう一回再興させるかっていったときに、

確かに長井市でも市有林はございます。だけど、

もう市行造林とか、いろいろな造林できるとこ

ろはやっているんですよね。むしろこれを切り

出して使いたいんですけども、なかなか採算的

に合わないということで使ってないわけですけ

ども、やっぱり長井市っていいますか、置賜地

域が山形県の中で一番森林の活用率が低いと言

われておりまして、とりわけ長井市なんていう

のはほとんど使われてないですよね。 

 一方で、そういう持っていても、所有してい

てもしようがないということで、どんどんどん

どん市外の、あるいは外国の方に買われている

という実態が長井市でも徐々に出てきたと思っ

ておりまして、そういったその森林を我々長井

市でどれだけ、じゃあカーボンニュートラルに

資するようにできるか。それはむしろ渡部正之

議員から提案いただきたいですよ。どうするん

だって我々に言うよりも、一緒になって考えま

しょうと。これが大切なことだと思います。だ

って我々、林業者をつくることはできないです

よ。募集することでもできないです。やるとし

ても、やはり先ほど申し上げましたけども、西

置賜森林組合さん、ここで実際に植林なさった

り、伐採なさったり、あとは管理されているわ
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けですから、そういったところでやっぱり一緒

になって募集して、やりたいという人を育てる、

ここから始めなきゃいけないですよね。 

 あと、森林を所有されているのはほとんどが

個人の民有林というのもいっぱいありますけど

も、一番は多分手に負えないと思っておられる

生産森林組合なんですよ。これは伊佐沢でもね、

多分五十川とか、白兎とか、みんな山をお持ち

のはずなので、そこをどういうふうに生かして

いくかというところをむしろ一緒になって、市

で何か考えろではないですよ。考えようがない

です。何しろ長井市の農林課のほうに担当はい

ますけども、担当で山へ行ったことある人って

ほとんどいないですよね。実際の山ですよ。林

道ぐらいは入ったことは、もちろんあるわけで

すけども、多分、赤間参事とか、それから今、

農林課の補佐とかあたりぐらいしかいないんで

すよ。いや、本当に市ですらいない。そういう

状況なので、カーボンニュートラルの視点とい

うのは非常に新しい視点なのですけど、相当難

しいです。 

 したがって、これはずるい言い方ですけども、

私のほうとしては、お金もないわけですから、

だから民間のいわゆる市有林を民間に植林して

もらおうということでの発想で、一応今、声を

かけさせていただいているところはあります。

大手の企業さんなのですけども、もしかしたら

ご活用いただければ、そこから何か活路が見い

だせるかもしれません。 

 やっぱり長井市でできるというのは、お金も

ない、人もいない、ノウハウもない、ないない

づくしなんですよ。それはむしろ私から言えば、

今回、渡部正之議員は林業の担い手でいらっし

ゃいますから、何かいい提案をいただけるのか

なと思って期待しておったんですが、今後とも

よろしくお願いいたします。すみません、長く

なりました。 

○浅野敏明議長 ３番、渡部正之議員。 

○３番 渡部正之議員 ぜひ一緒に私も考えてい

きますし、やはり危機感を持っているんですよ。

山守らなくて、やっぱり災害なんかもすごく怖

いですし、そういったところの意識を高めてい

かなければならないなと私自身、思っておりま

すので、そういったところで一緒に考えていき

たいなと思っております。 

 あと、山岳観光についてでありますけれども、

やはり市内中心部から登山口に近いということ

で、やっぱり条件的にも恵まれておりますし、

こういった観光については先ほど内谷議員の質

問の中での答弁で、やはりインバウンドのそう

いった広がりも出てきているということであり

ますので、ぜひそっちの方向でもよりよい山岳

観光に進めていただきたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

○浅野敏明議長 ここで暫時休憩といたします。

再開は午後３時20分といたします。 

 

 

   午後 ２時５８分 休憩 

   午後 ３時２０分 再開 

 

 

○浅野敏明議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 それでは、市政一般に関する質問を続行いた

します。 

 

 

 竹田陽一議員の質問 

 

 

○浅野敏明議長 順位５番、議席番号５番、竹田

陽一議員。 

  （５番竹田陽一議員登壇） 

○５番 竹田陽一議員 共創長井の竹田陽一です。

本日最後の質問者になりますが、よろしくお願


